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土壌病害は難防除病害が多く、特に汚染が激しい圃場においてはクロルピクリンに代表

される土壌消毒剤が防除のために利用されていますが、環境保全型農業の一層の推進を図

るためにはその利用を減らす取り組みが必要です。土壌消毒剤の圃場への処理は通常栽培

前に行う必要がありますが、栽培前の時点で生育期間中の発病を正確に予測できないこと

から、現地ではスケジュール的に地域単位等で一斉に土壌消毒を行うことがこれまで励行

されてきました。しかしながら、その結果として、本来ならば使用する必要が無い圃場に

も消毒剤を用いてしまい、生産者にとっては不必要な薬剤と作業コストが生じる事態も起

きています。こうした過剰な消毒剤の利用を減らすためには、予防的IPMの発想に基づい

て、土壌消毒剤使用の必要性の有無を栽培前に「診断」・「評価」し、その結果に応じた

「対策」を講じることが有効です。「診断」と「評価」と「対策」をセットにした病害管

理は、ヒトの健康診断による病気の予防や健康管理の取り組みに通じていることから、私

どもはこの管理法を「健康診断に基づく土壌病害管理」の英語表現（Health checkup

based Soil-borne Disease Management）の頭文字を取って「ヘソディム」と名付け

ました。ヘソディムを活用することで、圃場の診断と評価を基に、土壌病害の「発生しや

すさ」の程度に応じた予防の徹底や的確な病害防除ができるようになり、土壌消毒剤の無

駄のない利用を図ることが期待できます。

こうしたヘソディムをさまざまな土壌病害対策に導入し、土壌消毒剤の無駄のない利用

を推進するために、私どもは、農林水産省の農林水産業・食品産業科学技術研究推進事業

の支援のもと、研究課題「次世代型土壌病害診断･対策支援技術の開発（25056c）」

（平成25～27年度）において、各地で問題となっている土壌病害のヘソディムの開発に

取り組んできました。加えて、この研究課題の中では、ヘソディムの重要な要素である診

断に関する幾つかの手法についての高度化・低コスト化にも取り組んできました。本マ

ニュアルは、公設および民間の試験研究機関担当者を対象に、これらの手法の詳細や留意

点などを解説したものとなっています。本マニュアルの活用により、各圃場における土壌

病害の診断の効率化が図られ、ヘソディムの実践が円滑に行われるようになることを期待

します。


